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1．会社紹介(日本ウエスト関東)
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会社名　　日本ウエスト株式会社

所在地　　京都市伏見区横大路千両松町9番地１

創　立　　1998年1月28日

工場位置　京都2工場、埼玉2工場、三重1工場、計5工場

会社名　日本ウエスト関東株式会社

所在地　第一工場：埼玉県川越市大字平塚新田字高田町175-1

　　　　第二工場：埼玉県川越市芳野台1丁目103-44

業務内容　RPF(再生燃料)製造業（廃棄物再資源化事業）　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　

　　　

長年、廃プラスチックの処理に関心を持ち
資源循環利用を行ってきました。
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2．プラ新法におけるRPFの位置づけ
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マテリアル循環できない場合の再資源化等の代表例としてRPFが記載。
プラの組成・マテリアル業者の受入基準に適合しない場合はRPFが適切な処理方法。

https://plastic-circulation.env.go.jp/wp-content/themes/plastic/assets/pdf/setsumei_siryou.pdf


3．埼玉・彩の国認定商品
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埼玉県下のエコ商品、
再資源化商品としてお墨付きもあります。

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0507/recycle-ninteiseido/documents/202103.html


4．埼玉県内で域内消費（地域・経済性・信用度）
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産業廃棄物業者の選定に迷っている、、、、
という場合には、上記の優良認定が目安です。
弊社では、安い(製造効率・運送距離)と信用を提供します。



5．サーマル”だけじゃない”日本ウエストのRPF
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ケミカルリサイクルの社会実装に向け
RPFがFuel(燃料)からMaterial(原料)に
変化していくので、接続の準備中。



6．まとめ
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廃棄物の処分はサプライチェーン排出量　Scope3、また2024年問題による

物流コスト増などの観点より地産地消が理想となります。

埼玉県内にて廃棄物のお困りごとは

近くて、適切で、新しい事にも挑戦しているリサイクル会社

日本ウエスト関東株式会社にご相談下さい。

日本ウエスト関東株式会社

営業部　武内


